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１
いち

．安息
あんそく

日
にち

午後
ご ご

  今週
こんしゅう

のテーマ 

礼拝
れいはい

は、人間
にんげん

の思
おも

いやりの心
こころ

や愛情
あいじょう

など人間
にんげん

の心
こころ

の内
うち

にある生
う

まれたときから持
も

っている性質
せいしつ

の一部
いちぶ

で

す。誰
だれ

かから※１強制
きょうせい

されて礼拝
れいはい

をするのではなく、イエス・キリストを愛
あい

しているから自分
じぶん

で選
えら

んで礼拝
れいはい

をする

ことができます。神様
かみさま

をよく知
し

らないけれど、連
つ

れて行
い

ってもらっているから礼拝
れいはい

しているということもあるかもし

れませんが、礼拝
れいはい

は他
ほか

の人
ひと

から※１強制
きょうせい

されるものではなく、自
みずか

らのイエス・キリストを信
しん

じていくための体験
たいけん

として重要
じゅうよう

（大切
たいせつ

）です。どのように礼拝
れいはい

をするのか、誰
だれ

を礼拝
れいはい

しているのかなど正
ただ

しく礼拝
れいはい

することについて

学
まな

んでいきます。 

※１
いち

強制
きょうせい

されて：自分
じぶん

の意思
い し

でなく他
ほか

の人
ひと

から命令
めいれい

されて 

 

２
に

．日曜日
にちようび

：私
わたし

たちはみな何
なに

かを礼拝
れいはい

している 

古代
こだい

の神々
かみがみ

は、礼拝
れいはい

する人
ひと

が気
き

に入
い

った形
かたち

や必要
ひつよう

な機
き

能
のう

を持
も

つものとして信
しん

じられていました。（古代
こだい

の神々
かみがみ

という表現
ひょうげん

が偶像
ぐうぞう

を指
さ

しております。昔
むかし

の人
ひと

たちがつくった偶像
ぐうぞう

は、その偶像
ぐうぞう

を礼拝
れいはい

している人
ひと

たちが願
ねが

う

ものをくれることを期待
きたい

して創造
そうぞう

されているということを伝
つた

えたかったです。）信
しん

じている人
ひと

は神
かみ

が喜
よろこ

びそうなも

のをささげると、その代
か

わりに助
たす

けてくれるという考
かんが

えで礼拝
れいはい

していました。雨
あめ

の神
かみ

は雨
あめ

を降
ふ

らせ、作物
さくもつ

を実
みの

ら

せ収穫
しゅうかく

を与
あた

えてくれる。子
こ

宝
だから

を与
あた

えてくれる神
かみ

や、戦争
せんそう

に勝
か

てるように守
まも

ってくれる神
かみ

、自分
じぶん

たちの困
こま

ったこ

とを助
たす

けてくれる自分
じぶん

に都合
つごう

のいい神
かみ

を考
かんが

えていきました。ですから、考
かんが

えた神様
かみさま

が自分
じぶん

の思
おも

った通
とお

りに働
はたら

か

ないとわかれば捨
す

てて、ほかの人
ひと

が考
かんが

えたもっと利益
りえき

を与
あた

えてくれる神
かみ

を礼拝
れいはい

するように選
えら

んでいきました。

必要
ひつよう

な時
とき

に晴
は

れになり、また雨
あめ

を降
ふ

らせることができないなら、事故
じ こ

から守
まも

ってくれないなら、働
はたら

かなくても食
た

べ

ていけるようにしてくれないなら、苦
くる

しみを与
あた

えるような神
かみ

なら‥と役
やく

に立
た

たない神様
かみさま

には価値
か ち

がないので捨
す

てて、

もっと自分
じぶん

たちが神
かみ

を利用
りよう

して自分
じぶん

は神
かみ

以上
いじょう

の存在
そんざい

として過
す

ごすことを選
えら

んでいたのです。期待
きたい

通
どお

りに働
はたら

いてく

れるのだったら愛
あい

して、いつでも注意
ちゅうい

して、その神
かみ

を中
ちゅう

心
しん

に生
い

きていこうとするのです。しかし、著述家
ちょじゅつか

（書物
しょもつ

を書
か

くことを仕事
しごと

としている）デイビッド・フォスター・ウォレスは、間
ま

違
ちが

ったものを礼拝
れいはい

するなら、それは「あな

たに生
い

きがいを与
あた

えるけれども、それはあなたを苦
くる

しめて殺
ころ

すでしょう」と警告
けいこく

しています。 

 

３
さん

．月曜日
げつようび

：「その子
こ

らに語
かた

り継
つ

がなければならない」 

古代
こだい

イスラエルの人々
ひとびと

が子
こ

どもたちに教
おし

えるべき具体的
ぐたいてき

な教訓
きょうくん

は、詩編
しへん

7 8
ななじゅうはっ

編
ぺん

7
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節
せつ

にあるように、子
こ

ども



たちが神
かみ

を信頼
しんらい

して、神
かみ

の戒
いまし

めを守
まも

ることを身
み

につけることでした。それは、古代
こだい

イスラエルの子
こ

どもたちが自分
じぶん

にとって都合
つごう

の良
よ

いいろいろなものを自分
じぶん

の神
かみ

にするような状態
じょうたい

になり、神様
かみさま

に従
したが

わない人
ひと

にならないでほしい

という願
ねが

いがあったからでした。神
かみ

に従
したが

わない人々
ひとびと

は、神
かみ

が海
うみ

を分
わ

けて古代
こだい

イスラエルの先祖
せんぞ

たちを通
とお

らせ、 昼
ひる

は雲
くも

をもって、夜
よる

の間
あいだ

はずっと火
ひ

の光
ひかり

をもって古代
こだい

イスラエルの先祖
せんぞ

たちを導
みちび

かれ、神
かみ

は荒野
あらの

で岩
いわ

を裂
さ

いて、

そこから水
みず

を出
だ

して豊
ゆた

かに彼
かれ

らに飲
の

ませ、いつでも助
たす

けとなってくださったことを全
すべ

て忘
わす

れたかのように、神
かみ

にむ

かって罪
つみ

をかさね、自分
じぶん

たちの欲
ほ

しい食物
しょくもつ

を求
もと

めて、神様
かみさま

がどこまで自分
じぶん

の思
おも

うとおりに助
たす

けてくれるかを試
ため

し

ていました。そして、思
おも

った通
とお

りにしてくれないことがわかると神様
かみさま

との契約
けいやく

を守
まも

らず、神様
かみさま

に従
したが

って歩
あゆ

むこと

を拒
こば

んでいきました。そのようなことが繰
く

り返
かえ

された結果
けっか

を、イスラエルの人々
ひとびと

も、また聖書
せいしょ

を読
よ

む私
わたし

たちも知
し

っ

ています。私
わたし

たちも神
かみ

を信頼
しんらい

して、神
かみ

の戒
いまし

めを守
まも

ることを身
み

につけ、新
あら

たに神様
かみさま

に従
したが

おうとする人
ひと

や子
こ

ども

たちに伝
つた

えていくことが大切
たいせつ

です。 

 

４
よん

．火曜日
かようび

：「霊
れい

と真理
しんり

をもって」 

礼拝
れいはい

の目的
もくてき

で重要
じゅうよう

（大切
たいせつ

）なことはヨハネによる福音書
ふくいんしょ

4
よん

章
しょう

2 4
にじゅうよん

節
せつ

「神
かみ

は霊
れい

であるから、礼拝
れいはい

をする

者
もの

も、霊
れい

とまこととをもって礼拝
れいはい

すべきである」とあるように霊
れい

と真実
しんじつ

の気
き

持
も

ちをもって礼拝
れいはい

することです。神様
かみさま

は今
いま

も生
い

きておられ、私
わたし

たちを祝福
しゅくふく

しようと待
ま

っておられます。私
わたし

たちはみ言葉
ことば

を聞
き

き、神様
かみさま

がすでに与
あた

えて

くださっている豊
ゆた

かな祝福
しゅくふく

を受
う

け取
と

り、私
わたし

たちの心
こころ

と体
からだ

、理性
りせい

、感情
かんじょう

、霊
れい

性
せい

、つまり自分
じぶん

の存在
そんざい

のすべて

をもって、神様
かみさま

に感謝
かんしゃ

と賛美
さんび

をささげるのです。礼拝
れいはい

は受
う

けるときであると同時
どうじ

に、ささげるときでもあります。

静
しず

まって聞
き

くときであると同時
どうじ

に、声
こえ

たからかに賛美
さんび

し、主
しゅ

を喜
よろこ

ぶときでもあります。つまり、私
わたし

たちは礼拝
れいはい

に

おいて劇場
げきじょう

の観客
かんきゃく

のようにではなく、積極的
せっきょくてき

な参加
さんか

者
しゃ

として自分
じぶん

自身
じしん

をささげるのです。小
ちい

さな子
こ

どもから

高齢者
こうれいしゃ

まで、年齢
ねんれい

を問
と

わず喜
よろこ

んで参加
さんか

できる礼拝
れいはい

を、神様
かみさま

は望
のぞ

んでおられます（教会
きょうかい

生活
せいかつ

ガイド 2 2
にじゅうに

頁
ぺーじ

）。

また神様
かみさま

に対
たい

して真実
しんじつ

の気
き

持
も

ちで礼拝
れいはい

できるように、神様
かみさま

は信頼
しんらい

できるのか、神様
かみさま

は私
わたし

に何
なに

を求
もと

めておられる

のかを正
ただ

しく理解
りかい

できるように神様
かみさま

に対
たい

する正
ただ

しい理解
りかい

を持
も

てるように聖書
せいしょ

から学
まな

び続
つづ

けることが大切
たいせつ

です。霊
れい

とまことの両方
りょうほう

をもって礼拝
れいはい

することが大切
たいせつ

です。神
かみ

を知
し

り、神
かみ

に従
したが

うことによって身
み

につく経験
けいけん

と、神
かみ

につ

いて私
わたし

たちに示
しめ

されている真理
しんり

の両方
りょうほう

がなければ、正
ただ

しさを必要
ひつよう

としない自分
じぶん

がよいと思
おも

うことだけを追求
ついきゅう

した礼拝
れいはい

になりますし、霊
れい

がなく真理
しんり

だけを優先
ゆうせん

する礼拝
れいはい

は、喜
よろこ

びのないただ与
あた

えられた礼拝
れいはい

を感情
かんじょう

抜
ぬ

きに続
つづ

けている状態
じょうたい

になります。私
わたし

たちの礼拝
れいはい

には霊
れい

とまことが必要
ひつよう

です。 

 

５
ご

．水曜日
すいようび

：「聖
せい

なる輝
かがや

き」 

礼拝
れいはい

の中心
ちゅうしん

はいつでも、イエス・キリストとその救済
きゅうさい

計画
けいかく

です。キリストの十字架
じゅうじか

によって私
わたし

たちが罪
つみ

から

解放
かいほう

され、キリストの再臨
さいりん

によって神様
かみさま

がアダムとエバを創造
そうぞう

された時
とき

のように、私
わたし

たちは決
けっ

して苦
くる

しむこと

も死
し

ぬことも涙
なみだ

することもない者
もの

に再
さい

創造
そうぞう

されるという希望
きぼう

が、毎週
まいしゅう

の礼拝
れいはい

で確認
かくにん

されるべきです。古代
こだい

イス

ラエルの人々
ひとびと

の中
なか

には、神
かみ

がご自分
じぶん

の子
こ

を罪人
つみびと

のためにささげられるということを間
ま

違
ちが

って理解
りかい

して、罪人
つみびと

が罪
つみ

からゆるされるためには、我
わ

が子
こ

を身代
み が

わりにしなければならないという、神
かみ

の求
もと

めておられない犠牲
ぎせい

をささげてい



た人
ひと

たちもいました。現代
げんだい

の神様
かみさま

への礼拝
れいはい

の中
なか

でも間
ま

違
ちが

った礼拝
れいはい

がされているかもしれません。イエス・キリス

トとその十字架
じゅうじか

による救
すく

いや再臨
さいりん

よりも、自分
じぶん

の正
ただ

しい行
おこな

いが自慢
じまん

される礼拝
れいはい

であったり、今
いま

を生
い

きる人
ひと

が世
よ

の

中
なか

で努力
どりょく

をして苦
くる

しむ生
い

き方
かた

をして、神様
かみさま

を礼拝
れいはい

するのはこんなに苦
くる

しいのだと世
よ

の人々
ひとびと

に示
しめ

すことを中心
ちゅうしん

と

した礼拝
れいはい

や、神
かみ

に従
したが

わない人
ひと

は地獄
じごく

に落
お

ちますよと不安
ふあん

にさせて、恐怖
きょうふ

によってキリストに導
みちび

くやり方
かた

をされ

る方
かた

がいるかもしれません。私
わたし

たちがキリストを抜
ぬ

きに世
よ

の中
なか

を見
み

るときに、その先
さき

は暗闇
くらやみ

です。暗闇
くらやみ

が地
ち

をお

おい、暗闇
くらやみ

が諸国
しょこく

の民
たみ

をおおっています。しかし、キリストを信
しん

じる人
ひと

は決
けっ

して暗闇
くらやみ

の中
なか

を歩
あゆ

むことはありませ

ん。なぜなら、キリストを信
しん

じる人
ひと

の上
うえ

には主
しゅ

が輝
かがや

いているからです。主
しゅ

はこう言
い

われました。「わたしは世
よ

の光
ひかり

である。わたしに従
したが

って来
く

る者
もの

は、やみのうちを歩
ある

くことがなく、命
いのち

の光
ひかり

をもつであろう」（ヨハネ８
はち

：１２
じゅうに

 

口語
こうご

訳
やく

）。イエス様
さま

はこの世
よ

の光
ひかり

です。私
わたし

たち、キリストを信
しん

じる人
ひと

が世
よ

の光
ひかり

なのではないのです。キリストを

信
しん

じる人
ひと

が輝
かがや

きを持
も

つためには光
ひかり

の 源
みなもと

であるキリストを見
み

上
あ

げて歩
あゆ

むことが求
もと

められます。イエス様
さま

が世
よ

の

光
ひかり

です。私
わたし

たちはその光
ひかり

を受
う

けて、その聖
せい

なる輝
かがや

きの光
ひかり

が私
わたし

たちの上
うえ

に輝
かがや

いているので、私
わたし

たちは決
けっ

し

てやみの中
なか

を歩
あゆ

むことはないのです。 

 

６
ろく

．木曜日
もくようび

：教育
きょういく

における偶像
ぐうぞう

崇拝
すうはい

 

私
わたし

たちは安息日
あんそくにち

に礼拝
れいはい

に行
い

くとき以外
いがい

は、住
す

んでいる地域
ちいき

の影響
えいきょう

を強
つよ

く受
う

けます。子
こ

どもたちは学校
がっこう

で

流行
りゅうこう

しているアイドルやヒーローの情報
じょうほう

やゲーム、学校
がっこう

の授業
じゅぎょう

の内容
ないよう

によって、聖書
せいしょ

から学
まな

ぶこととは異
こと

な

る情報
じょうほう

を得
え

ます。地域
ちいき

によってはキリストを信
しん

じていてもお寺
てら

や神社
じんじゃ

の掃除
そうじ

や献金
けんきん

を求
もと

められ、断
ことわ

ることがで

きない雰
ふん

囲
い

気
き

の中
なか

で暮
く

らしている人
ひと

もいるかもしれません。教会
きょうかい

から遠
とお

い地域
ちいき

に住
す

んでいて十分
じゅうぶん

にキリストを

信
しん

じる人
ひと

同士
どうし

の交流
こうりゅう

が持
も

てない人
ひと

もいるかもしれません。そのような中
なか

で、聖書
せいしょ

から学
まな

んでいるつもりでも偏
かたよ

った考
かんが

えになったり、家族
かぞく

や友
ゆう

人
じん

が礼拝
れいはい

の対象
たいしょう

になっていくことがあるかもしれません。マルコによる福音書
ふくいんしょ

7
なな

章
しょう

でも神
かみ

の教
おし

えよりも人
ひと

の教
おし

えが優先
ゆうせん

されていたことに注意
ちゅうい

するように教
おし

えられています。世
よ

の中
なか

が教
おし

えて

いる正
ただ

しいとされていることと聖書
せいしょ

が教
おし

えていることが異
こと

なるとき、私
わたし

たちは混乱
こんらん

します。また、周
まわ

りの人々
ひとびと

と

の関係
かんけい

を優先
ゆうせん

するために正
ただ

しくないものを正
ただ

しいものであるように思
おも

いこんでしまうこともあるかもしれません。

一人
ひとり

でキリストを信
しん

じる信
しん

仰
こう

を守
まも

っていくときに、比
くら

べたり間
ま

違
ちが

った方向
ほうこう

に行
い

っていないのかわからなくなること

があるので、他
ほか

の人
ひと

と祈
いの

ることや聖書
せいしょ

を学
まな

び確認
かくにん

することが必要
ひつよう

です。その地域
ちいき

で一人
ひとり

だけキリストを信
しん

じる人
ひと

だったとして、その人
ひと

が人々
ひとびと

をキリストに導
みちび

いているつもりで間
ま

違
ちが

った教
おし

えで全
まった

く別
べつ

の道
みち

に導
みちび

いてしまうこ

とのないように、心
こころ

から信頼
しんらい

して一緒
いっしょ

に祈
いの

り、聖書
せいしょ

を学
まな

べる仲間
なかま

を持
も

つことが大切
たいせつ

です。 

 

７
なな

．金曜日
きんようび

：さらなる研究
けんきゅう

 

私
わたし

たちがクリスチャンであるというのは、私
わたし

たちがイエスの命
いのち

を身
み

に着
つ

けて、生
い

きているということです。

教育
きょういく

とは、私
わたし

が大
だい

教
きょう

師
し

イエスと共
とも

に生
い

きているということです。（副読本
ふくどくほん

5 0
ごじゅう

頁
ぺーじ

） 

私
わたし

たちは生
う

まれ持
も

っている能力
のうりょく

だけでなく、イエス・キリストを信
しん

じて、共
とも

に生
い

きていく中
なか

で与
あた

えられる能力
のうりょく

や品性
ひんせい

を身
み

に着
つ

けることができます。その品性
ひんせい

は、言葉
ことば

で伝
つた

える以上
いじょう

に周
まわ

りの人
ひと

に影響
えいきょう

を与
あた

えます。神
かみ

の子
こ

ど



もとされたことで得
え

た栄
えい

光
こう

、やがて来
きた

る栄光
えいこう

はどんなに輝
かがや

いたものでしょう。あなたはこれを見
み

なければなりませ

ん。目
め

をあげて、キリストからくる栄光
えいこう

を見
み

なければならないのです。キリストを信
しん

じる者
もの

に与
あた

えられる祝福
しゅくふく

がど

んなに大
おお

きなものなのか、その栄光
えいこう

がどんなに輝
かがや

いたものであるかを見
み

るなら、あなたはこの主
しゅ

の光
ひかり

を輝
かがや

かせ

ることができるようになるでしょう。今
いま

の生活
せいかつ

がどんなに苦
くる

しくても、それがすべてではありません。クリスチャン

には暗闇
くらやみ

を照
て

らす光
ひかり

があるのです。その光
ひかり

があなたの上
うえ

に輝
かがや

いています。この光
ひかり

に照
て

らされることによって、

私
わたし

たちは現実
げんじつ

の生活
せいかつ

での不安
ふあん

や絶望
ぜつぼう

を克
こく

服
ふく

していく（乗
の

り越
こ

えていく）ことができるのです。どんな暗闇
くらやみ

の中
なか

に

あっても輝
かがや

くことができるのです。その光
ひかり

を私
わたし

たちはこの世
よ

の中
なか

で輝
かがや

かせていきましょう。 


